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低周岐衝墜電力による海洋漁法の賃,用化研究鈴‘

第１I報；延純漁業におけるサメの電気捕殺試験

黒木敏郎・盛田友式
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緒 言

海洋に直接電流を通じて魚体を感電又は麻揮せしめ之を誘導若〈は捕盤せんとする漁法

は電力の縮減によってのみ実現が可能と芯る。今迄の基礎研究(1)の結果に基き，上記の漁

法に適当と思われる衝撃電力を選び，海洋漁法への第一歩の芯用として延縄にかかるサメ

の短時間処理を試みた。而して従来の漁法との間に如何なる利害得失があるかを究明して

電力実用化の具体的な一方策を得たのでまとめてとムに報告する次第である。

使用電力装置
Ｐ0q▲■

衝撃電力発生機：サメ生体の電気抵抗は魚体が海中にあるか海面上に半身を出すか甲

板にあるかに従って相当異なる(2)ので，図の如き配線の可変部調整部を有する可搬衝撃電

力発生機を試作使用した。

使用電極：実際魚体に操傭作した

電極漁具は殆ど実用品に電続を仕込

んだものである。

Ａ：電流計，Ｂ：６Volｔ蓄電池，

Ｔｃ：充電ターミナル，Ｋ,：主電流ボタン，

R1：同リレー，Ｋ１：モーターボタン，

R2g同リレー，Ｅ：カム，

Ｍ：同駆動モーター，

S,'：入力変更スヰツチ，

s2：出力調整スヰツチ，

To：出力ダーミナル，

T０，：微分波出力ターミナル．

吃靭

し

特本試験研究の協同研究者は次の５名である。

鹿児島大学水産専門学校教授関口寿之助・同黒木敏郎・同新潮丸船長盛田友弐,鹿児島大学女理

学部助教授中村末男,,鹿児島科学エ業会社技師中馬三千雄‘
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黒木。盛田一低周波衝撃電力による海洋漁法の実用化研究（、）

２１１１１１８９１１８．５１１６４５

アース板のみは別に反論仮で作りこれに鉛錘をつけてラインホーラーと反対側の舷より海

中に下して用いた。此等の電極については第１報(2)に詳しく掲げてある。

電力：衝撃電力について具体的数'値を示せば次の通りである。

衝撃のリズム＝５回/秒

通電時間＝0.02～００３秒/回

（即ち１秒間の通電は合計0.1～0.15秒となる｡）‘

使用電座電流＝魚,体の海中にあるか否かで大いに異届が，発生し得る瞬間最高電座

値を陰極線オッシログラフにて測った結果より計算して第１表の如き値を得た。抵

抗としては第１報(2)に基き最も安当と思われる値を採った。

第１表衝撃電力発生機の能力（瞬間最高値）
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実際に使用したのは，殆どＳ，の１タップＳ２の１，１１，１１１タップが多かったから本機の

性能一杯には使って居ないことになる。

試験結果

試験は鹿児島大学水産学部練習船新潮丸において昭和２５年６月６日より１７日迄の出

漁の間に行われた。日・位置。水温。試験尾数は第２表の通りである。

電力使用の)伏況並にその感電肺庫の結果を鮒３表に示す。使用電極の略符号は第１報にな

らって，投括Ｂ・竿括Ｃ・手鈎Ｄ・ブース板,Ｅを用いる。尚感電状況中「一時麻庫」と

あるのぱ通電中のみ肺庫して届る程度を，「死に致らず」とあるのは通電停止後数分間だ
“■峰■』

け麻蝉して後程建ったものを，「殆ど致死」というのは数:10分以内に延らなかったがその

後の結果を確認せずに処理しでしまったもの.を現わす。
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３０１致死．

マグ・画1２

第２表．試験実施表（２５，６，６．へ17.）

Ｄ｜排胆孔

詞場所

エラ部
他 舷

５１死に致らず．

位 嵩｜水温’気

気｡ｃ綴｜菖驚月・日

甲板上
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IＤ Ｎ oＣ

後
孔

6 ． ７ １ １ ３ １ ･30, 29ｏ４０１ 24.0 2５ １

6．１０１１３１･３７’ ２９ｏ３０〕 24.0 25.6 １

6．１１１１３１ｏ45, ２８ｏ２５ソ 24.5 2燈 財

6．１２１１３１．４０， 27ｏ５３］ 2４．０ 25.6 ６

6．１３１１３１ｏ41, 27.57, 2４．４ 27.5 ４

6．１４１１３１．１５， ２７ｏ４３， 2４．９ 28-3 ３

6．１５１１３１ｏ14, 29ｏｌ２， 25.2 29.0 １

6．１６１１３０．５４， 25.53０．９， 25.5 ４

合計’２２
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排拙

第３表．電撃試験結果
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畳比較のため，電気を使用せず普通のもりで操作せるものの資料。

黒木・盛田一低周波衝撃電力による海洋漁法の実用化研究（、

以上の試験結果を電撃蚊果上より区分すれば第４表の如くなる。

結果に対する考察

今回の試験では延総漁業における害魚ともいうべきサメ類の短時間処理を狙って実施す

る予定であったが，活溌なカジキ・マグロにも電気錆を掛けるように現場で要請されて,・

サメ以外の魚体にも衝繋電力を適用し得たのは幸であった。試験結果より得られた電気錆

の活用性に関する知見を列挙すると－

１．漁師の恐れ,る「感電」が殆ど皆無であることが確認さ虹た。唯一回だけ例外として
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第４表，電撃蚊果別の試鹸回数

雷無銘と延縄チモトとが接鯛した場合引き上げ手に僅かの通電を感じたらしいが，それで

も驚いて手を離したり作業と中止したりする程の事はなかった。

２．魚を舷附近へ引き寄せて錆打可能範囲に来てから手鈎をかける迄の所要時間が，普

通の場合小型魚でも２．分大型魚の活溌芯ので１０分以上も要するのに比べて，電気錆を使

用すれば魚体の大きさや活きの如何に拘らず約１分で済む。

３．手鈎を魚体にかけてから甲板に引き揚げる迄の操作としては舷側で魚の頭部を狸打

して致死せしめるのであるがｊその間血が飛び散って甲板を汚したり，船体詮傷けたり，

ｶﾝｱｰﾔを振り廻すのに大き芯労力と激浪中では危険性とを伴芯つたりするのに，これらが

電蕪錆を使用することによって全部消滅してしまう。甲板に揚げて後延るサメが居る場合

薩どは上の良さは一層張調されるのである。且所要時間も大体半減されるから作業能率向

上にも一役を果たすことになる。

４．電索錆で瞬間死させた魚体の肉の良否は詳かでないけれども，長い時間疲らせて大

量の出血でその疲労成分を排除するというような行き方よりも，疲労しない魚体を短時間

内にそのまＬ氷蔵する行き方が良いのではないかと思われる。

以上の諸件を漁携の立場より考える時，電気的危険性も芯〈魚肉としての優劣も間はな

い芯らぱ，漁携時間と労仇量の節減とを図るのに衝繋電力逓利用せる錆を使うことは誠に

当を得たものと謂い得る。例えば８時間の細揚げ時間中魚体引き揚げに現漁法で５時間を

要しているものならばこれが２時間以下に短縮されることと港り細揚げ総時間が５時間で

済む‘･即湧最も労物力を要する時間が３時間も短縮されることは,,漁携者の過労を防止し

或は細延えの鉢数を増すなど巡延細漁業の漁獲蚊率を向上させる方途に一致するものと思

わ れる。、．：

使用電力を検討してみるに，本試駒における衝醗電力使用時間は正味約８分であった。
■f

陰極線オツシ画グラフで確認した波形より計算した結果本機の実蚊入力は相当不利側に見

播このうち内１回は吻部にもりが刺さって致死にならなかったものである。

1４
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つもっても平均７０Ｗであって，処理した魚体の重量は総計約１．２トンであるから，所

要電力量はトン当り約８Ｗ÷ｈｒにすぎない。これを最近試鹸された200Ｖ正弦波交流電

力利用の電蒸捕鯨所要電力量トン当り推定６０Ｗ－ｈｒに比べ)|'しば１/７．５に過ぎない。捕

鯨用電気銘にも謄来衝撃電力が利用されるに至るであろうと推察する所以である。

結び

本試験により，海中・舷側叉は甲板上において魚を麻庫叉は致死せしめるに必要な電陸

電流の値が大凡判明したので，次にはもつと握力且高蚊率の弟二試作機を製作し，これを

新潮丸に固定装備して長期に豆る成績を検討するように準備中である。

本試験は昭和２５年度文部省科学試験研究費の補助を得てなされた。関係当局並に学内

関係者特に心から協力して下さった練習船新潮丸乗組員の各位に対して深甚の謝意を表す

る次第である。
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女 献

電気漁網の研究（１）水産学会誌。１６巻，４号。（1950）

〃（11）水産学会誌。１６巻，１１号。掲載予定

低周波衝撃電力による海洋漁法の研究（１）本誌
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